
札幌市立中沼小学校 

学びの基盤となる【読書】 

 

札幌らしい特色ある学校教育 

 

【読書】キャラクター「おっほん」 

  

情報センターとしての機能 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

読書センターとしての機能 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

学習センターとしての機能 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  いい姿 ～本との出会い～ 
 

◎新１年生は４月に、司書教諭から図書館の 

利用の仕方を学習することで、本や図書館 

に興味をもつことができました。 
 

  ◎チャレンジタイム（8：2０～8：3０）に、 

図書館の本を静かに読み、読書を楽しんで 

いる姿がたくさん見られます。 

 

 

 

 

 

おっほんシート 

実施期間 

【 4月 ～  3月 】 

読書活動の取組 

 

いい姿 ～学びの深まり～ 
  

◎教科やジャンルに分類されている棚によ  

り、どの学年も学習で図書館の本を活用 

 しています。積極的に本を活用し、調べ 

活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いい姿 ～図書館の活用～ 
  

◎開放図書館を利用する子どもが多く、 

  読書に親しむ姿が見られます。司書や 

図書ボランティアの方々が、子どもた 

ちに笑顔で対応してくださったり、貸 

出業務や整頓をしてくださったりする 

おかげで、図書館が身近な存在となり、

気軽に利用することができます。 

 
 

“いい姿”をつなげる ～ひと・ほん・こと～ 
 ◎図書館の利用や読書活動を通して、人のつながりを大切にしたり、学びを深め、広い視野でものごとを考えたりする子どもの姿を目指して

取り組んできました。図書委員会が中心となって楽しい企画を考えたり、先生方の読み聞かせを行ったりして、年間を通して工夫した活動

を行っています。 
 


